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1. Iまじめに
EMC問題の検討をはじめ,生体の誘電特性を正確
に測定することは極めて重要であり,様々な測定法が
検討されてきた.同軸プローブを用いた測定法は,広
い周波数帯域にわたる測定が可能であり,特に微小領
域の計測や特性の温度依存性評価に活用されてきた.
しかし,プローブによる測定範囲の広さについては実
験的な報告が主体であり,解析的な評価報告は殆ど見
かけない.生体組織のように不均一な物体では重要な
問題となるこの測定範囲の広さを評価するため,､プロー
ブと測定対象物との境界面を中心とする額域の電磁界
分布をFD-TD法により解析し,実効的な測定領域の広
がりについて検討した.本報告では携帯電話等で興味
の持たれる830MHzを例として,生体等価な食塩水フア
ントム内に生じる電磁界分布の解析から測定鏡域評価
を行った.
2.1 簾析対象
解析対象は温度25.0℃,濃度0.946%の食塩水100gを
1リットルビー カに入れた状態である.食塩水は,周波
数830MHz,温度25.0℃において実測で比誘電率7715,
導電率1.60Shnである.この誘電特性測定値をFD-TD法
で計算する際の物質定数とする.使用するプローブは,
内部導体外径が2.0mmで,外部導体内径5.2mm,フラン
ジ外径10.8mmである.
2.2 計算条件
FD-TD法での解析で先に上げた1.0リットルビー カに
満たした1000gの食塩水は,半径5.km,.高さ12･bmの
金属円筒容器内に食塩水を満たした状態と考える.蘇
析対象が軸対称であることから,R-Z平面の二次元
モデルと考えてFig.1のような解析モデルとした.Fig.1
において,プローブ近傍Pegion1)は複雑な電磁界分布
が予想されるため,空間分割するセルの大きさDR,DZ
をそれぞれ0.1mm,0.8mmの細かいセルとした.一方プ
ローブから離れた領域Pegion 2)ではDR,DZをそれぞ
れ0.4.mm,0.8mmの大きいセルで分割した･
計算では,プローブ先端部での電磁界分布,および
プローブ先端部での反射率の大きさ桓ol,位相変化∠SO
を計算した.また,実際にプローブが食塩水に接した
状態でのプローブ先端での反射特性をベクトルネット
ワークアナライザを用いて測定した.
3. 清美と考集
計算された電磁界をFig.2,Fig.3に示す.Fig.2は電力
分布を食塩水中での最大電力噂で正規化して表示して
ある.Fig.3は同軸プローブ内での高次モードめ発生を
示唆する色の大きさを同軸プローブ内での最大値で正
規化して表示してある.プローブ先端部での反射係数
soについて, 計算結果は0.6760,-124.9deg.であり,実
際の測定では0.6557,-131.70deg.であった.
Fig.1において,プローブ先端部での電磁界分布は食
塩水の奥行き方向で急激に減少し,半径方向に広がっ
ている様子が観察される.誘電特性測定範臣那こついて,
実験的に知られている奥行き方向が小さいという事実
が,計算結果からも明らかである.Fig.2では,従来か
ら予想されてはいたが,その存在が明確でなかった高
次モードの発生が認められる.計算と測定の両方から
得られた反射係数の値は良い一致を示しており,計算
結果は妥当と考えられる.従って,得られた電磁界分
布は現実の測定条件下で生じている電磁界分布とよく
一致していると考えられる.
本解析により得られた電磁界分布より,祷電特性測
定範囲の空間的広がりを定量的に議論することが可能
となった.組織の特性に応じて実質的な測定領域は変
化するが,限界となる減衰量を決定することは容易で
ある.
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